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『
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
す
る
民
族
の
自
決
槽
』

　
今
日
、
二
億
八
百
萬
飴
の
人
口
（
一
九
五
九
年
一
月
一
五
日
の
國
勢
調
査
に

關
す
る
ソ
連
邦
閣
僚
會
議
付
驕
中
央
統
計
局
の
爽
表
に
よ
る
）
を
籔
え
る
に
至

つ
た
ソ
連
が
、
實
は
一
七
四
に
お
よ
ぶ
多
様
な
人
種
・
民
族
・
部
族
（
国
醗
－

巳
目
o
器
（
包
・
y
q
ω
の
界
一
漣
。
。
一
や
置
）
か
ら
成
る
多
民
族
國
家
で
あ
る

こ
と
、
し
た
が
つ
て
そ
の
意
味
で
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
い
わ
ば
遺
産
縷
承
者
で
あ

る
と
も
い
い
得
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
が
吐
會
主
義
革
命

の
途
行
と
い
う
基
本
的
な
課
題
と
の
關
蓮
に
お
い
て
民
族
問
題
と
の
封
決
を
果

し
た
こ
と
は
一
般
に
熟
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
A
・
D
・
ロ
ー
は
か
か

る
周
知
の
事
實
を
凝
覗
し
つ
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
生
れ
、

そ
れ
故
に
か
、
早
く
か
ら
民
族
問
題
一
般
「
特
に
、
多
民
族
國
家
と
し
て
あ
つ

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
族
問
題
お
よ
び
枇
會
主
義
的
な
ら
び
に
マ
ル
ク
ス
主
義

的
な
民
族
理
論
に
興
味
を
い
だ
い
て
い
た
」
（
一
八
頁
）
彼
は
、
コ
・
ソ
ビ
ア
大

學
ロ
シ
ア
研
究
所
の
一
員
と
し
て
あ
つ
た
一
九
五
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
二
二
四
六
）

間
の
研
究
成
果
を
、
「
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
す
る
民
族
の
自
決
権
」
と
題
す
る
一

書
と
し
て
世
に
問
う
て
い
る
。

　
も
つ
と
も
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
理
論
乃
至
は
政
策
を
封
象
と
し
た
最
近
の
研
究

書
あ
る
い
は
論
文
と
し
て
は
、
本
書
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
書
に
み

ら
れ
る
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
欲
的
な
追
求
に
興
味
を
覧
え
、
ま
た
そ
の
書

許
も
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
受
け
な
い
の
で
、
こ
こ
に
本
書
の
紹
介
を
思
い
立
つ

た
。
な
お
著
者
ロ
ー
の
研
究
歴
は
本
書
の
序
論
で
示
さ
れ
て
い
る
以
外
に
詳
か

で
な
い
（
一
九
五
九
年
の
第
三
號
の
　
即
q
器
冨
昌
幻
①
且
¢
婁
　
誌
に
著
者
に
よ

る
｝
。
Ω
・
旨
①
『
Φ
冠
…
ピ
①
β
一
ロ
一
望
B
”
国
①
同
く
帥
目
山
q
昌
辱
●
唱
‘
一
〇
駕
の
書
評

が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
記
述
的
に
記
し
て
み
よ
う
。

　
序
論
　
「
民
族
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
は
現
代
的
意
義
を
も
つ
か
」
（
一

二
頁
）
。
か
か
る
問
い
に
著
者
は
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
る
。
ス
タ
ー
リ
ン

の
死
後
、
特
に
一
九
五
六
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
秘
密
演
読
以
後
に
顯
著
と
な

つ
た
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
再
強
調
、
就
中
あ
ら
ゆ
る
共
産
主
義
者
に
よ
つ
て
既
に

示
さ
れ
て
き
た
レ
ー
ニ
ン
的
教
示
の
金
科
玉
條
的
な
信
奉
と
い
つ
た
原
則
的
な

事
質
を
考
え
る
な
ら
ば
、
自
由
世
界
が
な
に
故
に
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
に
通
曉
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
は
自
明
で
あ
ろ
う
と
。
し
か
も
こ
の
黙
は
、
多
民
族
國
家

ソ
連
の
現
實
を
レ
ー
ニ
ン
の
定
立
し
た
民
族
李
等
の
原
則
と
の
關
連
に
お
け
る

考
察
を
通
し
て
、
さ
ら
に
具
腱
的
に
読
か
れ
、
同
時
に
ま
た
著
者
自
身
の
問
題

意
識
が
そ
こ
に
率
直
に
語
ら
れ
て
い
る
。
「
新
し
い
ソ
ヴ
エ
ト
的
植
民
主
義
と



帝
國
主
義
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
絶
え
ず
力
読
し
た
民
族
の
李
等
と
自
決
の
政
策

と
、
全
く
矛
盾
」
（
一
七
頁
）
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
「
民
族
に
關
す
る
ソ
ヴ

エ
ト
の
宣
傳
は
、
ソ
ヴ
エ
ト
的
な
現
實
と
レ
ー
ニ
ソ
の
提
示
し
た
政
策
と
の
封

比
に
よ
つ
て
ば
か
り
で
な
く
、
民
族
問
題
に
關
す
る
彼
の
思
想
の
よ
り
綿
密
な

分
析
に
よ
つ
て
も
明
る
み
に
さ
ら
さ
れ
る
べ
き
で
」
（
一
七
頁
）
あ
つ
て
、
彼
の

思
想
に
内
在
す
る
籔
多
く
の
矛
盾
と
不
調
和
特
に
大
ロ
シ
ア
民
族
的
偏
見
の
暴

露
に
よ
つ
て
こ
そ
、
被
抑
堅
的
諸
民
族
の
世
界
共
産
主
義
あ
る
い
は
ソ
蓮
に
よ

せ
る
希
望
と
期
待
と
が
は
じ
め
て
打
破
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
ま

た
著
者
は
、
本
書
に
お
け
る
考
察
の
封
象
が
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
政
策
乃
至
は
民

族
理
論
の
全
貌
で
は
な
い
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
時
間
的
に
は
一
九
二
二
年
か
ら

一
九
一
七
年
に
至
る
ま
で
の
間
の
レ
f
ニ
ン
の
著
作
に
、
い
い
か
え
る
と
「
民

族
問
題
、
す
な
わ
ち
支
配
民
族
で
あ
る
大
ロ
シ
ア
民
族
と
諸
他
の
非
ロ
シ
ア
民

族
と
の
關
係
を
主
と
し
た
間
題
に
關
す
る
彼
の
著
作
の
分
析
と
評
贋
」
（
九
頁
）

に
限
定
さ
れ
る
旨
を
記
し
て
い
る
。

　
第
剛
章
　
本
書
の
主
題
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
著
者
は
、
ま
ず
「
ロ
シ
ア
の

諸
吐
會
主
義
者
が
そ
の
色
合
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
い
ず
れ
も
、
階
級
闘
雫

ば
か
り
か
、
民
族
的
な
ら
び
に
宗
教
的
な
抑
墜
に
も
注
目
し
、
そ
し
て
な
ん
ら

か
の
民
族
綱
領
を
探
揮
す
る
」
（
二
二
頁
）
に
至
ら
し
め
た
背
景
的
な
一
般
獣
況

を
、
比
較
的
詳
細
に
書
き
だ
し
て
、
第
二
章
以
下
の
敲
述
に
備
え
る
。

　
第
二
章
　
レ
ー
ニ
ソ
の
關
心
は
民
族
の
概
念
規
定
的
な
あ
る
い
は
本
質
論
的

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

な
考
察
で
は
な
く
、
現
状
否
定
的
な
民
族
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
確
な
評
量
と
合

目
的
な
庭
理
で
あ
つ
た
。
し
か
し
民
族
に
た
い
す
る
彼
の
姿
勢
乃
至
は
ま
た
思

考
を
注
意
深
く
探
る
と
、
そ
こ
に
一
つ
の
ア
ム
ビ
ー
ヴ
ァ
レ
ソ
ス
が
認
め
ら
れ

る
。
彼
は
、
一
方
で
は
民
族
な
ら
び
に
民
族
國
家
に
た
い
し
て
冷
淡
で
あ
る
ば

か
り
か
時
に
は
そ
れ
を
敵
硯
さ
え
す
る
が
、
他
方
で
は
民
主
主
義
的
お
よ
び
肚

會
主
義
的
な
見
地
か
ら
被
抑
屡
民
族
の
解
放
運
動
を
肯
定
し
、
民
族
の
自
決
権

を
承
認
し
た
。
し
か
ら
ば
「
恰
も
赤
い
一
本
の
綜
の
よ
5
に
、
民
族
間
題
に
關

す
る
レ
！
ニ
ソ
の
著
作
の
す
み
ず
み
ま
で
貫
ぬ
い
て
い
る
」
（
三
一
頁
）
か
か
る

矛
盾
と
不
調
和
は
、
い
か
に
し
て
合
理
化
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
、

民
族
蓮
動
に
た
い
す
る
彼
の
基
本
的
な
認
識
が
理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
と
。
著
者
は
か
く
考
え
て
本
章
の
後
牛
を
、
レ
…
ニ
ン
に
よ
る
民
族
運
動

の
史
的
把
握
の
紹
介
に
、
換
言
す
る
と
、
民
族
運
動
の
観
鮎
か
ら
資
本
主
義
的

護
展
過
程
に
二
つ
の
段
階
を
認
め
、
資
本
主
義
の
本
來
的
な
國
家
形
態
を
民
族

國
家
に
求
め
る
と
と
も
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
を
脛
瞼
し
て
い
な
い

後
進
的
な
多
民
族
國
家
に
お
け
る
民
族
蓮
動
の
必
然
性
を
確
認
し
、
ま
た
民
族

問
題
の
根
源
的
な
解
決
・
民
族
的
李
和
の
完
全
な
實
現
の
可
能
性
を
杜
會
主
義

吐
會
に
見
出
す
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
理
論
の
要
旨
紹
介
に
あ
て
て
い
る
。

　
第
三
章
　
「
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
以
前
の
民
族
政
策
」
と
題
し
た
第
三
章
の

冒
頭
で
、
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
民
族
の
政
治
的
自
決
・
國
家
的
分
離
と
同
義

語
的
に
規
定
し
て
い
る
民
族
自
決
の
概
念
こ
そ
、
「
彼
の
民
族
政
策
の
背
骨
」
（
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
一
三
四
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

六
頁
）
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
の
外
見
的
な
輩
純
さ
・
素
朴
さ
に
決
し
て
惑
わ

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
警
告
す
る
。
つ
い
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
民
族
自
決
は
、

「
澤
山
の
小
函
を
も
つ
」
（
三
七
頁
）
と
、
別
言
す
れ
ば
、
「
な
に
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ

ィ
ス
ト
を
し
て
民
族
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
ら
せ
た
の
か
一
、
ま
た
レ
ー
ニ

ン
は
民
主
主
義
的
且
つ
肚
會
主
義
的
な
要
求
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
民
族

の
自
決
灌
を
肯
定
す
る
が
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
重
要

性
を
見
出
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
箪
な
る
宣
傳
上
の
乃
至
は
職
術
的
な

意
義
か
ら
の
み
自
決
を
肯
定
し
た
に
過
ぎ
ぬ
の
か
等
々
の
問
題
を
提
起
す
る
と

指
摘
し
、
か
か
る
小
函
の
内
賞
を
明
か
に
す
べ
く
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
民
族

理
論
の
本
質
的
な
問
題
に
迫
り
、
「
政
治
的
民
主
主
義
の
、
い
い
か
え
る
と
民
族

自
決
を
含
む
民
主
主
義
的
な
諸
要
求
の
宣
傳
が
い
ず
れ
も
戦
術
的
な
ら
び
に
イ

デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
理
由
に
、
し
か
も
基
本
的
に
は
職
術
的
な
理
由
に
も
と
づ
く

必
然
と
み
な
さ
れ
て
い
る
」
（
四
一
頁
）
こ
と
を
、
レ
！
ニ
ン
の
著
述
に
み
ら
れ

る
自
決
の
歴
史
的
必
然
性
に
つ
い
て
の
所
読
・
吐
會
民
主
窯
左
派
な
ら
び
に
右

派
に
た
い
す
る
批
判
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
自
決
構
承
認
の
根
撮
・
ブ

ル
ジ
ョ
ア
民
族
主
義
の
全
面
的
否
定
と
民
族
同
化
の
認
識
お
よ
び
大
國
主
義
的

な
主
張
の
分
析
を
通
し
て
文
獄
的
に
實
謹
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
以
前
の
民
族
政
策
」
と
し
て
レ
！
ニ
ン
の
提
示
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
民

族
自
決
の
底
意
は
、
主
と
し
て
職
術
的
な
も
の
で
あ
つ
た
」
（
七
八
頁
）
と
、
著

者
は
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
三
四
八
）

　
第
四
童
　
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
の
同
盟
者
獲
得
の
た
め
、
す
な
わ
ち
革
命
の

途
行
を
よ
り
容
易
且
つ
急
速
な
ら
し
め
る
た
め
に
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
探
揮
が

要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
章
で
得
た
著
者
は
、
改
め
て
、
闘
う

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
被
抑
駆
民
族
と
の
同
盟
の
客
観
的
可
能
性
に
關
す
る
レ

ー
ニ
ン
の
誘
明
に
し
ば
ら
く
耳
を
傾
け
た
後
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
の
籔
々

が
生
れ
る
こ
と
、
た
と
え
ば
「
レ
ー
ニ
ン
は
、
民
族
の
自
決
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

國
家
の
乃
至
は
肚
會
主
義
の
諸
段
階
に
お
け
る
民
族
問
題
を
解
決
で
き
る
と
眞

に
確
信
し
て
い
た
の
か
」
（
八
三
－
四
頁
）
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
、
プ
・
レ
タ

リ
ア
國
家
な
ら
び
に
祉
會
主
義
の
諸
段
階
に
お
け
る
民
族
の
國
家
的
分
離
を
、

邊
魔
民
族
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
ら
び
に
人
民
大
衆
の
利
盆
と
い
う
見
地
か

ら
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
」
（
八
四
頁
）
、
あ
る
い
は
ま
た
「
自
決

の
構
利
は
民
族
の
恒
久
的
な
槽
利
と
さ
れ
て
い
た
か
」
（
八
四
頁
）
等
々
の
問
題

を
指
摘
し
て
、
讃
者
の
注
覗
を
求
め
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
決
し

て
あ
か
ら
さ
ま
に
提
示
し
た
こ
と
の
な
い
前
記
の
よ
う
な
核
心
的
な
間
題
鮎
を

解
明
す
る
た
め
に
、
民
族
の
自
決
と
は
被
抑
歴
民
族
の
肚
會
民
主
主
義
者
に
と

つ
て
は
結
合
の
自
由
を
、
抑
墜
民
族
の
杜
會
民
主
主
義
者
に
と
つ
て
は
分
離
の

自
由
を
意
味
す
る
と
規
定
す
る
彼
の
一
見
背
反
的
な
解
羅
論
に
ふ
れ
、
彼
の
強

い
大
國
主
義
的
な
要
求
を
再
び
取
上
げ
、
つ
い
で
、
「
自
決
の
履
行
と
い
う
重

大
な
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
所
読
が
曖
昧
で
あ
り
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、

ま
た
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
」
（
九
八
頁
）
こ
と
を
、
た
と
え
ば
肚
會
主
義



肚
會
に
お
け
る
民
族
的
抑
堅
必
滅
の
豫
測
・
自
決
灌
の
非
恒
久
化
・
権
利
主
艦

の
邊
境
少
数
民
族
へ
の
限
定
と
い
つ
た
間
題
黙
へ
の
考
察
を
試
み
て
明
か
に
す

る
。
そ
し
て
自
決
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
的
な
諸
規
定
の
曖
昧
さ
は
、
實
は
、
彼

の
抜
目
の
な
い
戦
術
的
配
慮
の
必
然
で
あ
り
、
好
ん
で
反
封
者
を
恥
し
ら
ず
の

日
和
見
主
義
者
と
非
難
す
る
彼
自
身
が
他
な
ら
ぬ
日
和
見
主
義
を
「
政
策
の
攻

元
」
（
一
〇
五
頁
）
に
ま
で
高
め
て
い
る
と
い
う
理
解
を
、
署
者
は
、
さ
ら
に
蓮

邦
制
と
民
族
の
問
題
に
關
す
る
レ
ー
晶
ソ
の
思
考
の
追
跡
に
よ
つ
て
楡
謹
し
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
間
の
民
族
政
策
」
と
し
て
誇
示
さ
れ
た
自
決
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
も
ま
た
他
な
ら
ぬ
職
術
的
な
要
請
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
確

認
す
る
。

　
薦
五
章
　
前
二
章
で
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
以
前
お
よ
び
革
命
の
間
の
民
族
間

題
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
所
読
を
瞼
討
し
た
著
者
は
、
残
さ
れ
た
革
命
後
の
そ

れ
を
こ
の
章
で
取
上
げ
る
。
ま
ず
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
と
、
資
本
主
義
特
に
そ

の
最
高
段
階
で
あ
る
帝
國
主
義
に
は
，
民
族
間
の
不
和
・
封
立
と
民
族
相
互
の

交
流
・
融
合
の
助
長
と
い
つ
た
「
相
反
す
る
二
つ
の
流
れ
」
（
二
二
頁
）
が
同

時
的
に
存
在
し
、
前
者
の
否
定
と
後
者
の
促
進
は
杜
會
主
義
の
下
年
お
い
て
の

み
完
全
に
可
能
と
な
る
が
、
長
期
に
わ
た
つ
て
累
積
さ
れ
た
民
族
的
な
檜
悪
と

偏
見
は
プ
・
レ
タ
リ
ア
に
よ
る
槽
力
獲
得
後
も
な
お
し
ば
ら
く
残
存
し
よ
う
か

ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
窯
は
革
命
後
に
お
い
て
も
民
族
の
自
決
を
一
環
と
す
る
完

全
な
民
主
主
義
の
賢
現
に
主
盟
的
な
努
力
を
彿
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
民
族
の
同

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

化
は
疑
い
も
な
く
歴
史
的
必
然
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
は
肚
會
主
義
肚
會
に
お
い

て
顯
著
に
進
行
す
る
と
読
か
れ
て
い
る
と
救
述
す
る
。
つ
い
で
、
著
者
は
こ
の

民
族
同
化
読
に
注
競
し
、
こ
れ
を
古
典
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
關
蓮
に
お
い

て
さ
ら
に
追
求
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
断
定
す
る
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
主
義
者

に
と
つ
て
は
「
レ
ー
ニ
ン
が
、
民
族
の
同
化
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
以
前
お
よ

び
以
後
の
諸
段
階
に
お
い
て
必
然
的
に
作
用
す
る
過
程
と
認
め
、
し
か
も
か
か

る
過
程
に
喜
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
（
一
一

八
頁
）
と
。

　
第
六
章
　
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
提
示
し
た
自
決
の
ス
ロ
！
ガ
ン
を
核
心
と

す
る
民
族
政
策
を
段
階
的
に
整
理
し
て
、
い
い
か
え
る
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命

以
前
と
そ
の
間
な
ら
び
に
革
命
以
後
の
そ
れ
ぞ
れ
を
濁
立
の
章
で
取
上
げ
且
つ

検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
を
、
「
結
論
」
と
い
う
章
題
を
付
し
た
こ
の
第

六
章
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
す
る
「
民

族
の
自
決
権
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
れ
が
無
條
件
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
ら
び
に
窯
の
民
族
主
義
に
た
い
す
る
重
大
な
譲
歩

を
意
味
す
る
」
（
一
二
一
頁
）
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
事
實
は
職
術
的
に
要
求
さ

れ
た
譲
歩
に
止
ま
り
、
し
た
が
つ
て
職
術
的
に
の
み
正
當
化
さ
れ
た
嚴
し
い
制

約
、
た
と
え
ば
自
決
の
灌
利
主
髄
の
特
定
民
族
へ
の
限
定
・
自
決
槽
承
認
の
原

則
性
あ
る
い
は
非
實
陵
性
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
制
約
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
少
か
ら
ぬ
曖
昧
さ
と
不
徹
底
さ
あ
る
い
は
矛
盾
と
不
調
和
を
内
在
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
一
三
四
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

い
る
。
し
か
も
「
職
術
的
な
要
求
以
外
の
観
黙
か
ら
み
て
も
」
（
一
二
六
頁
）
、

レ
ー
ニ
ン
の
民
族
理
論
に
は
敷
多
く
の
矛
盾
が
護
見
で
き
る
。
要
す
る
に
、
レ

ー
ニ
ソ
の
定
立
す
る
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
見
出
さ
れ
る
諸
々
の
曖
昧
さ
と
矛

盾
は
、
民
族
主
義
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
過
渡
的
な
現
象
と
す
る
把
握
あ
る
い
は

民
族
の
同
化
を
必
然
と
み
る
認
識
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
族
ま
た
は
民

族
國
家
に
た
い
し
て
理
論
的
に
は
滑
極
的
乃
至
は
否
定
的
な
態
度
を
と
り
な
が

ら
、
現
實
的
に
は
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
戦
術
的
な
緊
急
不
可
避
性
を
認
め
、

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
窯
の
民
族
綱
領
と
す
る
と
い
つ
た
彼
の
叉

状
的
・
二
元
的
な
思
考
そ
の
も
の
の
蹄
結
で
あ
る
と
、
著
者
は
と
ら
え
て
い

る
。

　
第
七
章
　
序
論
と
七
章
か
ら
成
る
本
書
の
第
七
章
コ
一
月
革
命
以
後
の
自
決

に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
お
よ
び
共
産
窯
の
理
論
と
實
陵
」
で
は
、
著
者
は
、
二
月

革
命
な
ら
び
に
一
〇
月
革
命
後
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
の
民
族
政
策
を
具
騰
的

に
跡
づ
け
、
つ
い
で
大
ロ
シ
ア
民
族
的
排
外
主
義
に
た
い
す
る
不
満
と
抵
抗
が

黙
の
ジ
ョ
ル
ジ
ア
中
央
委
員
會
の
総
鮮
職
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ジ
ョ

ル
ジ
ア
事
件
の
際
に
示
さ
れ
た
レ
ー
ニ
ソ
の
見
解
を
検
討
し
、
「
彼
の
最
後
の

重
要
な
獲
言
で
あ
り
、
民
族
問
題
に
關
す
る
彼
の
政
治
的
邊
言
書
で
あ
る
一
九

二
二
年
の
書
簡
に
お
い
て
す
ら
」
（
一
三
九
頁
）
、
依
然
と
し
て
彼
が
本
質
的
に

は
戦
術
的
考
慮
か
ら
の
み
民
族
問
題
を
庭
理
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
民
族

問
題
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
乃
至
は
理
論
が
、
革
命
と
い
う
状
況
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ
　
　
　
（
一
一
二
五
〇
）

的
な
攣
質
に
も
か
か
わ
り
な
く
、
原
理
的
に
は
終
始
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
彊

調
す
る
。

　
以
上
、
本
書
の
概
要
を
記
し
て
み
た
。
そ
の
紹
介
に
あ
た
つ
て
は
で
き
る
だ

け
批
判
的
な
表
現
を
避
け
た
。
批
到
さ
れ
る
べ
き
鮎
が
本
書
に
は
見
出
さ
れ
な

い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ま
ず
差
當
つ
て
は
、
著
者
が
そ
の
序
論
に
お
い
て
多

癖
で
あ
り
す
ぎ
た
と
で
も
い
う
べ
き
黙
を
取
上
げ
た
い
。
そ
も
そ
も
序
論
と
は

い
か
な
る
内
容
を
も
つ
て
充
た
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
問
わ
ぬ
に
し
て

も
、
彼
が
間
題
の
所
在
の
明
示
と
覗
角
の
設
定
を
目
的
と
し
て
寂
述
し
た
序
論

は
、
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
理
論
の
本
質
あ
る
い
は
そ
の
基
本
的
内
容
へ
の
言
及
を

含
む
は
な
は
だ
多
岐
な
万
向
に
、
し
か
も
早
い
速
度
を
も
つ
て
い
わ
ば
飛
躍
的

に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
、
論
旨
の
追
跡
、
特
に
レ
ー
ニ
ン
の
定
立

し
た
民
族
理
論
乃
至
は
政
策
と
ソ
ヴ
エ
ト
的
現
實
と
の
關
連
に
つ
い
て
の
説
明

の
清
化
は
、
讃
者
に
と
つ
て
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
少
か
ら
ぬ
疑
問
が
残
さ

れ
る
。
し
か
も
論
旨
理
解
の
困
難
さ
は
遺
憾
な
が
ら
本
論
に
お
い
て
も
し
ば
し

ば
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
政
策
し
た
が
つ
て
理
論
を
考

究
す
る
に
あ
た
り
「
著
者
は
、
人
類
の
脛
濟
的
・
肚
會
的
な
ら
び
に
政
治
的
な

襲
展
の
原
理
的
な
諸
段
階
に
關
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
概
念
に
し
た
が
つ
て
素

材
を
整
理
す
る
こ
と
が
、
最
善
で
あ
る
」
（
一
一
頁
）
と
考
え
た
。
い
い
か
え
る

と
一
九
二
二
年
か
ら
革
命
に
至
る
ま
で
の
著
作
に
み
ら
れ
る
彼
の
定
立
し
た
民

族
理
論
乃
至
は
想
定
し
た
民
族
政
策
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
以
前
お
よ
び
そ



の
間
な
ら
び
に
革
命
以
後
の
三
段
階
に
分
け
て
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
の
章

を
設
け
て
記
述
す
る
。
し
た
が
つ
て
寂
述
の
部
分
的
な
重
複
は
あ
る
程
度
止
む

を
得
な
い
と
し
て
も
、
著
者
の
場
合
か
か
る
重
複
が
し
ば
し
ば
論
理
の
停
滞
と

な
り
、
し
か
も
そ
れ
が
獲
表
技
術
上
の
配
慮
の
不
足
と
あ
い
ま
つ
て
文
脈
を
い

た
ず
ら
に
混
飢
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
雫
え
な
い
。

　
成
程
著
者
は
、
本
書
の
紹
介
で
明
か
な
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
窯
の
民
族

綱
領
と
し
て
レ
ー
ニ
ソ
が
提
示
し
た
民
族
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
職
術
性
を
文

獣
的
に
實
謹
す
る
。
し
か
し
民
族
問
題
に
た
い
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
姿
勢
が
す
ぐ

れ
た
政
治
職
術
家
の
そ
れ
で
あ
つ
た
と
す
る
理
解
は
、
必
ず
し
も
著
者
猫
自
の

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
般
的
で
す
ら
あ
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
ら
ば
本
書
の
見
る
べ
き
と
こ
ろ
は
何
庭
か
。
そ
れ
は
、
著
者
が
寂
述
の
過

程
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
馳
を
提
示
あ
る
い
は
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
自
決
を
政
治
的
な
分
離
と
し
て
の
み
解
す

る
レ
ー
ニ
ソ
の
主
張
は
第
ニ
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
規
定
す
る
自
決
の
忠
實
な

解
羅
で
は
な
い
と
い
う
理
解
（
三
七
頁
）
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
民
族
の
同
化
を
必

然
と
み
る
彼
の
認
識
と
か
か
る
必
然
性
に
よ
せ
る
彼
の
期
待
に
決
し
て
與
み
し

な
い
と
す
る
見
解
（
二
五
－
八
頁
）
は
、
彼
の
民
族
理
論
を
マ
ル
ク
ス
主
義

的
な
理
論
と
の
關
蓮
に
お
い
て
、
い
わ
ば
系
譜
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
際
に

究
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
の
所
在
を
自
ら
明
か
に
し
て
お
り
、
ま
た
レ
ー
ニ
ソ
的

な
民
族
概
念
の
推
測
（
二
九
頁
）
、
ジ
ョ
ル
ジ
ア
事
件
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ソ
の

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

所
読
と
ス
タ
ー
リ
ソ
の
そ
れ
と
の
封
比
の
試
み
へ
一
三
四
ー
九
頁
）
、
あ
る
い

は
レ
：
ニ
ン
の
民
族
理
論
そ
の
も
の
を
封
象
と
し
た
多
角
的
な
批
到
（
た
と
え

ば
二
工
ハ
、
二
二
七
頁
）
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
民
族
理
論
を
理
解
す
る

上
に
、
あ
る
い
は
レ
！
ニ
ソ
理
論
を
民
族
の
理
論
一
般
と
し
て
取
上
げ
る
場
合

に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
す
ぐ
れ
た
助
言
と
も
な
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
勿
論
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
民
族
理
論
そ
の
も
の
の
本
質
を
探
る
上
に
貴

重
な
指
針
も
幾
つ
か
用
意
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
民
族
自
決
灌
の
承
認
に
と
も

な
う
危
険
性
に
た
い
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
自
覧
へ
の
注
硯
（
五
一
、
六
三
－
四
、

一
三
一
貢
）
、
あ
る
い
は
彼
が
民
族
問
題
の
解
決
を
眞
面
目
に
考
え
て
い
た
か

否
か
（
八
三
－
四
頁
）
と
い
つ
た
設
間
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ら
が
主
題
追
求
の
指
針
乃
至
は
ま
た
座
標
と
し
て
必
ず
し
も
充

分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
肢
述

の
交
叉
と
錯
綜
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
時
に
は
著
者
の
意
欲
的
な
問
題
追
求
が

中
途
に
し
て
終
つ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
誇
示
し
た
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
戦
術
性

を
露
呈
す
る
こ
と
に
急
な
あ
ま
り
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
合
目
的
性
の
裏
付
け

に
用
意
さ
れ
て
い
た
彼
の
民
族
理
論
を
輕
硯
し
て
い
る
と
い
つ
て
差
支
え
な
か

ろ
う
。
成
程
、
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
職
術
的
な
要
講
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
民
族
問
題
に
關
す
る
レ
！
ニ
ン
の
初
期
の
著
作
、
た
と
え
ば
民

族
の
自
決
と
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
決
を
意
味
す
る
と
彊
調
し
て
い
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
一
三
五
一
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

九
〇
三
年
二
月
の
論
文
、
「
ア
ル
メ
ニ
ア
吐
會
民
主
主
義
者
の
宣
言
に
つ
い
て
」

か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
否
定
で
き
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か

る
職
術
性
の
論
詮
を
、
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
意
味
的
な
曖
昧
さ
、
あ
る
い
は

羊
頭
狗
肉
的
な
内
容
の
暴
露
に
の
み
頼
る
こ
と
は
、
必
要
で
は
あ
る
に
し
て
も

充
分
と
は
い
え
な
い
い
わ
ば
消
極
的
な
手
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
は
、
箪

純
に
矛
盾
あ
る
い
は
不
調
和
と
し
て
把
握
す
る
著
者
の
思
考
の
性
急
さ
乃
至
は

安
易
さ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
著
者
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
大
國
主
義
に
左
祖
す
る

所
読
・
民
族
の
同
化
を
必
然
と
す
る
認
識
が
彼
の
定
立
す
る
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ

ソ
と
矛
盾
す
る
と
み
る
。
し
か
し
レ
ー
ニ
ン
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
に
よ
る
自
決
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
提
示
が
、
大
國
の
輕
濟
的
優
越
性
あ
る
い
は

ま
た
民
族
同
化
の
必
然
性
の
認
識
を
前
提
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
つ
た
か
。
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ソ
の
民
族
理
論
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
蕪
に
よ
る
民

族
問
題
の
職
術
的
な
威
理
の
、
い
い
か
え
る
と
民
族
自
決
の
戦
術
的
ス
ロ
ー
ガ

ソ
化
の
保
謹
を
與
え
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
自
決
の

ス
ロ
：
ガ
ソ
の
戦
術
性
が
彼
の
民
族
理
論
と
の
關
蓮
に
お
い
て
統
一
的
に
把
握

さ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
に
、
本
書
が
隔
靴
掻
痒
の
感
を
與
え
る
決
定
的
な
原
因
が

ひ
そ
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
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